






要約:川崎病の治療にあたって最も重要なことは、冠動脈障害の発生をいかに予防するか

にある。われわれはそのためにガンマーグロブリンを総量で 1,000 ㎎/㎏以上を分割投与

すべであると報告してきたが、今回の調査で、そのことを再確認した。またガンマーグロ

ブリン療法は発病 7日以内に行なわないと、その治療効果が期待できないことを強調した

い。


